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タイトルの「Aramaiti（アラマイティ）」は、私が活動している

マレーシア・サバ州のドゥスン族の言葉で、「一緒に楽しもう！」という意味です。

↑左から、タンザニアの隊
員、スワヒリ語の先生、マ
レー語の先生と訓練所で撮

った写真です。

Selamat pagi! Apa khabar?
(公用語のマレー語で「おはようございます!お元気ですか？」)

マレーシアで林業・森林保全の職種で活動している早川史

織です。

今月から皆様にマレーシアの文化や生活、活動の様子につ

いてお伝えしていきます。よろしくお願いします！

マレーシアってどんな国？

皆さんは「マレーシア」と聞いて、どんな国をイメージしますか？

 私は最初、「暑そうだな…」という印象しかありませんでした。
 約7時間のフライトを経て首都クアラルンプールに到着すると、やっぱり暑かったです。
 それ以上に驚いたのは、その都会っぷりでした！想像以上に近代的で、大都市でした！

「ペトロナスツインタワー」　　　
1996年に日本と韓国の会社が
片方ずつ作りました。

真ん中の橋  (スカイブリッジ) 
はフランスが担当しました。

「ペトロナスツインタワー」の
地下から5階までは、ショッピ
ングモールになっています。と
ってもきれいで広いです！

日本よりも高いですが、ユニク
ロや紀伊国屋も入っています。

「夜のクアラルンプールの風
景」夜になっても明るく、車・
バイクの音で溢れかえっていま

す。

「眠らない街」という言葉がよ
く似合うなぁという印象です。



↑現地のマレー語の先生

こんな大都会のクアラルンプールで、約 1 か月間のマレー語現地

語学訓練を受けました。(自然を楽しみたい、夜は静かな環境で寝

たい私にはクアラルンプールは少し過酷な環境でした。)

現地語学訓練では、より専門的なマレー語や、マレーシアの自然

環境の制度を学びました。

同期隊員の専門分野についても学べて、とても興味深かったで

す。

ついにボルネオ島サバ州へ！

クアラルンプール

サバ州

ボルネオ島 マレーシアは、マレー半島部の 11 州と 2 つの連邦直轄

領、ボルネオ島の 2 州と 1 つの連邦直轄領で構成され

ています。

私の任地は、クアラルンプールから飛行機で約 3 時間

ほどのボルネオ島のサバ州にあります。

ボルネオ島と聞くと、「ジャングル」や「未開拓の島」と思われる方も多いかもしれません。実

際は、ボルネオ島サバ州の州都コタキナバルはこんな感じです。

「たくさんの建物たち」

クアラルンプールほど高い建物があるわけではないのです

が、小さいエリアに建物が密集しています。

海に面した街なので、歩いていると自然を感じることもし

ばしばあります。

「きれいな海と夕日」

「タンジュンアルビーチ」で撮った写真です。

写真からも分かる通り、観光客の方がたくさん訪れる夕日

の有名なスポットです。サバ州に来てからきれいな夕日に

毎日感動しています。

こちらも想像以上に都会でした！

ただ、首都クアラルンプールと違うと感じたのは、懸念していた「暑さ」です。サバ州の方が、

どことなく涼しく感じられました。

それもそのはず、サバ州には「Negeri Di Bawah Bayu（そよ風の下の州）」という別名があり、

そよ風が吹き抜けるような、心地よい気候を表しているのだそうです。

そんなこんなで、JICA海外協力隊としてのサバ州での生活が始まりました。現在は赴任して6か

月経ち、初めは聞き取れなかった現地の方のマレー語も、だんだんと話せるようになってきま

した。

日が経つにつれてどんどんマレーシアを好きになっているので、皆さんにマレーシアについて発

信できるのが嬉しいです！それではJumpa lagi👋(またね～)


